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STRDESIGN  V19.1 バージョンアップ項目について  

 
 
 
 
 ※詳細説明は３ページ以降をご覧ください。 

 
＜機能一覧＞ 

No. 区分 内容 詳細 

1 全体 
[①基礎] 

布基礎連梁対応（変位法の場合） 

主に人通口など基礎梁縦断方向での断面変化があ

る場合、入力した基礎梁を同一通り上で結合し、連

続梁として計算・検討に対応しました。 

2 計算 
[①基礎] 

基礎の人通口の配筋計算対応 

基礎梁の縦断方向の検討に加え、横断面のＲＣ断面

計算（許容応力度法）による断面照査に対応しまし

た。これにより、発生断面力による正確な照査が可

能になります。 

3 入力 
[①基礎] 

基礎梁の簡易自動配置 

布基礎は部屋、べた基礎はスラブブロックの構成線

分上に基礎梁を自動配置する機能を追加しました。 

4 全体 

[②中大規模]【大型対応版】※１ 

耐力壁の面内せん断剛性における

ロッキング変形の考慮 

耐力壁の面内せん断剛性について、耐力壁脚部のロ

ッキング変形を考慮した値とします。耐力壁脚部の

軸方向剛性を、柱脚金物より自動算定する機能にも

対応しました。 

5 全体 

[②中大規模]【大型対応版】※１ 

柱頭柱脚接合部の検定（標準計算

法）中大規模版の対応 

耐力壁の終局強度比Ｃｗを考慮した柱頭柱脚接合

部の引抜力より検定を行います。 

6 全体 

[③機能強化] 

屋根毎に分割方法指定に対応（母屋

分割、亀甲分割） 

物件で統一した指定を、入力屋根毎に指定できるよ

うに対応しました。これにより、母屋・小屋束で受

ける屋根と、登り梁で受ける屋根を混在して取り扱

うことが可能となりました。 

7 入力 
[③機能強化] 

梁の簡易自動配置 

部屋の構成線分上に梁を自動生成する機能を追加

しました。 

8 計算 

[③機能強化] 

勝柱部分の梁端部接合部の逆せん

断の検討 

横架材端部に金物工法用金物が配置されている箇

所を対象として、接合する柱頭が勝ちの柱に発生す

る引抜力に対する逆せん断の検討に対応しました。 

① 基礎部分の計算機能を強化 

② 「木造軸組工法 中大規模木造建築物の構造設計の手引き」に対応 

③ その他の機能強化 
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9 計算 
[③機能強化] 

ＬＶＬの集成材係数対応 
集成材の場合の曲げ耐力の低減係数について、ＬＶ

Ｌの場合の低減係数に対応しました。 

10 出力 
[③機能強化] 

母屋伏図での小屋束の表示区別対

応（×、□、○） 

母屋伏図での小屋束の描画パターンについて、×、

□、○を追加しました。 

 
※１）（公財）日本住宅・木材技術センターにて講習会テキストとして配布された「木造軸組工法 
   中大規模木造建築物の構造設計の手引き（許容応力度設計編）」に記載されている内容で、 
   同書籍は、中大規模グレー本として発行される予定です。 
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【１】[①基礎] 布基礎連梁対応（変位法の場合） 

 

※この設定は、計算書の「地耐力およびフーチングの検討」および「基礎梁の検討」に影響します。 

 

 

【２】[①基礎] 基礎の人通口の配筋計算対応 
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なお、本検討を実施するには、事前にご利用いただく人通口の配筋情報を、仕様タブにある「人通

口配筋情報」に予め登録していただく必要がございます。 
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【３】[①基礎] 基礎梁の簡易自動配置 

  地業の種類と入力状況により、基礎梁部材を自動配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【４】[②中大規模]【大型対応版】耐力壁の面内せん断剛性におけるロッキング変形の考慮 
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【５】[②中大規模]【大型対応版】柱頭柱脚接合部の検定（標準計算法）中大規模版の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  同検討の場合、耐力壁の終局強度比Ｃｗを考慮した以下の算定式より引抜力を求めます。 
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【６】[③機能強化] 屋根毎に分割方法指定に対応（母屋分割、亀甲分割） 

  「計算・出力の内容」で一括設定していた「屋根領域分割方法」を屋根毎の設定としました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ・母屋・小屋束により屋根荷重を受ける場合は、[1-母屋分割]を選択します。 

   ・勾配梁、隅木・谷木により屋根荷重を受ける場合は、[0-亀甲分割]を選択します。 

 

 

【７】[③機能強化] 梁の簡易自動配置 

  部屋の構成線分上に梁を自動配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・タイプは、最上階は小屋梁、その他の階は床梁 

  ただし、外周上に生成する梁で、最上階は軒桁、その他の階は胴差 

  で配置します。 
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【８】[③機能強化] 勝柱部分の梁端部接合部の逆せん断の検討 

 

 ・引抜力は、「柱頭・柱脚の接合金物の検討」にて算定された柱頭に発生する引抜力 

 ・許容せん断逆せん断耐力は、「横架材端部接合部の検定」にて当該柱と接合する梁端部に配置 

  された梁端部金物の短期許容せん断耐力 

  ※予め、ご利用になる「梁端金物情報」について、本バージョンより追加された「短期許容逆 

せん断耐力」が登録されているかご確認下さい。未登録の場合は各金物メーカー様の公開情 

報をご確認の上、同項目を登録して下さい。 
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【９】[③機能強化] ＬＶＬの集成材係数対応 

  「木材樹種別強度」の「集成材タイプ」に“３：ＬＶＬ”を追加し、曲げ強度の算定に考慮 

  します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０】[③機能強化] 母屋伏図での小屋束の表示区別対応（×、□、○） 

  「母屋伏図タイプ指定」の小屋束の描画タイプを拡張しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 


